
広島文学資料室サテライト展示  

「生誕９０年 桂 芳久」展示資料リスト 

『海鳴りの遠くより』 桂芳久／著 新潮社 昭和 31年 5月 

『火と碑』 桂芳久／著 瑞穂書房 昭和 45年 12月 

『水と火の伝承 －古代日本文芸文化試論－』 桂芳久／著 三弥井書店 昭和 53年 5月 

『光の祭場 －蒿里行（こうりこう）－』 桂芳久／著 皓星社 昭和 55年 3月 

『誄（しのびごと）』 桂芳久／著 北冬舎 平成 13年 6月 

『三田文学創刊一〇〇年』 三田文学会 平成 22年 10月（「文学の共和国」戦後第 3次（1954～1957）） 

『ふるさと文学さんぽ 広島』 大和書房 平成 25年 7月（「広島・橋づくし」（抄）桂芳久／著） 

「Ｌ′ＡＭＩ」創刊号 昭和 23年 11月 桂芳久／編集・発行（「見えざる壁」桂芳久／著） 

「Ｌ′ＡＭＩ」第 3号 昭和 24年 3月 広島県高校ペンクラブ（「逆説の終末」桂芳久／著） 

「Ｌ′ＡＭＩ」第 5号 昭和 24年 10月 広島県高校ペンクラブ（「初雁」桂芳久／著） 

「文芸界」昭和 25年 5月 文芸界編集室（「ある季節に」桂芳久／著） 

「文学共和国」創刊号 昭和 26年 9月 文芸界編集室（「魔宴」桂芳久／著） 

「文学共和国」昭和 27年夏季号 文学共和国編集室（「こおろぎと妖精と」桂芳久／著） 

「群像」昭和 28年 7月号 大日本雄弁会講談社（「刺草（いらくさ）の蔭に」桂芳久／著） 

「新潮」昭和 28年 12月号 新潮社（「風のある景色」桂芳久／著） 

「三田文学」昭和 30年 2月号 三田文学会 

（座談会「昭和 新しい文学世代の発言」桂芳久、日野啓三、矢代静一、谷川俊太郎／談） 

「近代文学」昭和 31年 10月 近代文学社（「海市」桂芳久／著） 

「風景」昭和 44年 2月 悠々会（「火と碑」桂芳久／著）  

「新評」昭和 46年 1月臨時増刊「全巻三島由紀夫大観」 評論新社 

（「創作ノート解説 レイモン・ラディゲの影響による」桂芳久／著）  

「風景」昭和 47年 4月 悠々会（「惜春賦」桂芳久／著） 

「週刊小説」昭和 47年 8月 18日号 実業之日本社 

（「鯉城の夕 原爆炸裂！その瞬間の体験」桂芳久／著） 

「風景」昭和 49年 2月 悠々会（「影向寺（ようごじ）」桂芳久／著） 

「すばる」平成 8年 3月号 集英社 

（「特集・山川方夫－孤独の深淵をみつめて－」桂芳久・江藤淳／対談） 

「北冬ｐｌｕｓ」平成 15年春風号 風緑社（「天平の雪」桂芳久／著） 

「北冬ｐｌｕｓ」平成 16年春星号 風緑社 

（「水と火のスメロギ －古代日本文藝逍遥 連載 3－」桂芳久／著） 

「三田文学」2005年春季号 三田文学会（「追悼・桂芳久） 

「北冬」平成 17年 7月 北冬舎（「もう少しの時間 －悼・桂芳久－」加藤宗哉／著） 

 


